
【取組内容】　「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

　　　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

①学習の手引き
学習に入る前に、クラウド共有できるように
「課題・手順・評価基準」などを準備し、主体
的に学習を進められるようにする。

②資料
学習課題を解決するために必要となる資料・教
材・リンク先などを準備しておく。

③教科の見方・考え方シート
はじめは教師が作成したものを共有し、場合
によっては子供が作成できるようにしてい
く。

⬜クラウドの活用と学びの自己調整を柱に、「クラウド活用型授業モデル」を確立。
⬜クラウドに共有するものは6つある。



【取組内容】　「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

　　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】
様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

④学習成果物
子供自身がアプリを選択してまとめた成果
物をクラウド共有し、いつでも参照できる
ようにする。

⑤まとめ・振り返り
視点を与えて、内省できるようにする。

⑥自立型家庭学習シート
自分に必要な学習を選択判断して、粘り強く家庭
学習する。授業と関連した内容にも取り組む。



【取組内容】　情報活用能力の育成

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業　【実践事例】 　　

新潟市版「情報活用能力」育成の指針より

タイピング能力の育成
⬜低学年からローマ字入力の練習

⬜隙間時間に進んでタイピングサイトで練習

⬜日常の授業で、毎日タブレットを活用

このように、生活に溶け込む形で行うことで力が高
まっていく。

身に付いたタイピング能力
3年：1分間に　44字以上

4年：1分間に　71字以上

5年：1分間に　97字以上

6年：1分間に　102字以上、学年の目標の倍
以上入力する力が付いた。

　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】



【取組内容】　端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業　【実践事例】 　　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】

　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】

TMT学習（Googleスプレッドシート）

⬜子供自身が学習内容や学習方法を選び、取り組み後に振り返り、自分を向上させることができる家庭学習を目指す。

⬜自分はどのくらい学習しているのか、1週間どんな学習をしたのか、今自分がどんな学習をするべきなのかなど、考
えることのできる家庭学習カードになるようにしている。

⬜「楽しく学んで力がつく」という意味のTMT学習と子供自身が名前をアンケートでつけ、全校で取り組んでいる。

⬜活用していたTMT学習カードを活用しや
すいように、力が付く形に見直しをし、改
良したものを活用している。

⬜下校時までにTMT学習
の課題を入力する。
⬜家庭で成果物の画像、
振り返り、学習時間を入
力する。
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【取組内容】　端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業　【実践事例】 　　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】

TMT学習（Googleスプレッドシート）
⬜５年生が３年生へ、6年生が4年生へ家庭学習のやり方や学
習内容、振り返りの書き方まで伝えることで、「楽しく学ん
で力がつく」家庭学習に取り組んでいる。 
⬜全校で同じスプレッドシートを活用して取り組んでいる。
後期から2年生も取組を始めている。 
⬜長期休業前には、児童が全校朝会でTMT学習のやり方を説
明し、休み中も通常通り継続できるように全校児童に向け啓
発活動を行なった。

⬜クラウド共有することで、いつでも友達の学習内容を参考
にすることができ、どんな学習内容にしたら力がつくのかな
ど考え、より良い学習内容をよく考えることができるように
なった。（5年生の声） 
⬜今までは先生に出された宿題をやるだけだったが、家庭学
習スプレッドシートがあることで、自分に合った学習内容を
考えることができるようになった。（3年生の声） 
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【取組内容】　校務DX

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業　【実践事例】 　　　新潟市立大野小学校（新潟県）【指定校】

職員会議資料
（Excel、Google　スプレッドシート）

クラウドの活用 働きやすさを改善
連絡掲示板・個人チャット 

（Microsoft Teams ）

⬜ペーパーレスでの職員会議を可能にした。 

⬜いつでもどこでも資料にアクセス可能。 

⬜Teamsであらゆる情報を共有。
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